
Ｓ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
相
談
員
募
集　

２
０
２
２

日
々
、
悩
み
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
状
況
が
続
く
と
、
死

に
た
い
く
ら
い
の
辛
さ
を
抱
え
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

精
神
的
に
ど
ん
底
、
限
界
の
と
き
ほ
ど
、
誰
か
が
そ
ば
に
い
て
く
れ

る
感
覚
や
、
抱
え
き
れ
な
い
気
持
ち
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

で
、
孤
独
が
や
わ
ら
い
だ
り
、
支
え
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
で
は
心
の
居
場
所
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
時
間
を
と
も

に
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
き
り
で
思
い
つ
め
る
辛
さ
を
や
わ

ら
げ
ら
れ
た
ら
、
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
居
場
所
」
つ
ま
り
自
分
が
居
て
も
い
い
と
思
え
る
場
所
。

そ
れ
は
、
存
在
が
受
け
容
れ
ら
れ
る
感
覚
や
認
め
ら
れ
る
安
心
に

よ
っ
て
実
感
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

講
座
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
き
ち
ん
と
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
自
分
が
居
て
い
い
と
思
え
る
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
感
覚
を
養
い

ま
す
。

Ｓ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

養
成
講
座
募
集
要
項

参
加
資
格　

20
歳
以
上
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

受
講
料　

２
万
円

募
集
定
員　

20
名

応
募
期
間　

２
０
２
２
年
８
月
１
日
（
月
）
～
９
月
30
日
（
金
）

申
し
込
み
受
付
後
、
メ
ー
ル
に
て
振
込
先
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

お
支
払
い
を
確
認
次
第
、
正
式
に
申
し
込
み
完
了
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

に
入
力

※
活
動
の
連
絡
等
は
主
に
メ
ー
ル
で
お
こ
な
い
ま

す
。
ま
た
、
講
座
内
容
の
一
部
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
環
境
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
受

講
を
お
断
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
養
成
講
座
受
講
か
ら
相
談
員
認
定
ま
で
の
流
れ

前
期
日
程
→
面
談
１
→
後
期
日
程
→
面
談
２
→
認
定

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
認
定
に
つ
い
て

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

面
談
１
の
あ
と
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
、
電
話
相
談
実
習



「生きづらさ・悩み」に寄り添う取り組み

（
月
３
回
）
と
グ
ル
ー
プ
研
修
（
月
１
回
）
に
進
み
ま
す
。
そ
の
後
、
面

談
２
を
お
こ
な
い
、
相
談
員
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

メ
ー
ル
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

面
談
１
の
あ
と
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
、
メ
ー
ル
相
談
実
習

（
月
４
回
）
と
グ
ル
ー
プ
研
修
（
月
１
回
）
に
進
み
ま
す
。
そ
の
後
、
面

談
２
を
お
こ
な
い
、
相
談
員
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
居
場
所
づ
く
り
等
対
面
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

面
談
１
の
あ
と
２
０
２
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
、
希
望
す
る
対
人

支
援
実
習
最
大
月
３
回
（
お
で
ん
の
会
、
そ
っ
と
た
い
む
、
ご
ろ
ご
ろ
シ

ネ
マ
各
一
回
ず
つ
を
想
定
）、
グ
ル
ー
プ
研
修
最
大
４
回
（
合
同
委
員
会

と
各
会
の
当
日
ふ
り
か
え
り
を
想
定
）、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
（
月
２
回
）

に
進
み
ま
す
。
そ
の
後
、
面
談
２
を
お
こ
な
い
、
相
談
員
と
し
て
認
定

し
ま
す
。

広
報
・
発
信
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ス
タ
ッ
フ
や
街
頭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ご
と
に
集
ま
っ
て
活
動
し
ま
す
。

▼
講
座
内
容

相
手
の
立
場
で
発
想
す
る
と
い
う
こ
と
、
話
を
聞
い
て
気
持
ち
を
受

け
取
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
支
え
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う

こ
と
を
指
す
の
か
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
実
践
的
に
学
び
ま
す
。

１
．
自
殺
の
現
状
と
課
題

２
．
死
に
た
い
気
持
ち
と
は

３
．
死
に
た
い
気
持
ち
に
向
き
合
う

４
．
自
殺
の
決
意
を
し
た
方
に
向
き
合
う

５
．
気
持
ち
を
受
け
と
る
に
は

６
．
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る

▼
講
座
日
程

前
期10

月
３
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

10
月
８
日
（
土
）　
10
時
～
17
時　
　
　

長
慶
院

10
月
10
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

聞
法
会
館

10
月
17
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

10
月
20
日
（
木
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

10
月
23
日
（
日
）　
10
時
～
17
時　
　
　

長
慶
院

10
月
24
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

10
月
31
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

11
月
６
日
（
日
）　
10
時
～
17
時　
　
　

長
慶
院

11
月
７
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

11
月
13
日
（
日
）　
10
時
～
17
時　
　
　

長
慶
院

11
月
14
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

オ
ン
ラ
イ
ン

11
月
21
日
（
月
）　
18
時
～
21
時	

　
　

長
慶
院

11
月
27
日
（
日
）　
15
時
～
18
時　
　
　

長
慶
院　

面
談
１



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
養
成
講
座
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

９
月
11
日
（
日
）・
19
日
（
月
）
20
時
～
21
時

「
聴
き
方
の
お
稽
古
」
を
実
施
予
定
！　

各
回
同
内
容
（
３
千
円
）

８
月
７
日
（
日
）
９
時
～
12
時

８
月
25
日
（
木
）
19
時
～
22
時

９
月
５
日
（
月
）
19
時
～
22
時

詳
し
く
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー　

Ｓ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
事
務
局

０
７
５
　

―　

３
６
５
　

―
　

１
６
０
０

so-dan@
kyoto-jsc.jp

後
期
（
後
期
日
程
は
面
談
１
の
あ
と
に
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
方
が
進
め
ま
す
）

11
月
28
日
（
月
）　
18
時
30
分
～
21
時　

聞
法
会
館

後
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
居
場
所
説
明
会
）

11
月
29
日
（
火
）　
18
時
30
分
～
21
時　

相
談
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

後
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
電
話
説
明
会
）

12
月
～
３
月　

後
期
研
修

面
談
２

※
な
る
べ
く
全
日
程
欠
席
の
な
い
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
補
講
日
、
交
流
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

後
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
［
11
月
28
日
（
月
）（
居
場
所
説
明
会
）、

11
月
29
日
（
火
）（
電
話
説
明
会
）］
以
降
、
実
際
の
相
談
活
動
を
通
じ

て
講
座
前
期
で
の
学
び
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
基
本
的
に
、
相
談
員
と
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
打
ち
合
わ
せ
や
、
活
動
の
ふ
り
か
え
り
（
事
例
検
討
や
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
研
修
等
）
が
そ
の
ま
ま
研
修
内
容
と
な
り
ま
す
。

年
度
末
に
改
め
て
面
談
を
お
こ
な
い
、
そ
こ
で
後
期
研
修
の
修
了
、

正
式
な
認
定
と
な
り
ま
す
。
活
動
日
は
各
相
談
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
従
い
ま
す
。
お
お
ま
か
な
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
受
講
料
半
額
（
１
万
円
）
助
成
に
つ
い
て
】

宗
派
関
係
者
（
僧
侶
・
寺
族
・
門
信
徒
）
の
方
に
は
、
前
期
が

終
了
し
、
後
期
に
進
ま
れ
る
時
期
に
申
請
書
を
お
渡
し
い
た
し

ま
す
（
応
募
時
点
で
は
受
講
料
２
万
円
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）。

ご
不
明
な
点
は
統
合
企
画
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
７
５
　

―　

３
７
１
　

―　

５
１
８
１
（
代
）

kikaku@
hongw

anji.or.jp


